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●	日仏哲学研究会
	 「現象学と言語哲学におけるオントロジー」
	 日時：2008 年 7 月４–5 日
	 会場：慶應義塾大学　三田キャンパス　G-SEC Lab.
	 講演者：Françoise Dastur、Renaud Barbaras、他

●	第 31 回日本神経科学会特別講演
	  (Neuroscience2008)
	 日時： 2008 年 7 月１0 日
	 会場： 東京国際フォーラム
	 講演者： Richard Frackowiak ( ロンドン大学神経画像センター )

●	第 31 回日本神経科学会シンポジウム
	  (Neuroscience2008)
	 演題： Neuroscience of self-awareness
 	 日時：2008 年７月 11 日
	 会場： 東京国際フォーラム
	 企画： 安西祐一郎、渡辺茂
	 講演者： J.P. Keenan、小嶋祥三、開一夫、前野隆

●	 慶應義塾創立 150 年記念ニューロサイエンス
	 シンポジウム
	 日時： 7 月 12 日
	 会場： 慶應義塾大学三田キャンパス北新館ホール
	 企画： 安西祐一郎、渡辺茂
	 講演者： T. Curran、P. Agre、R. Frackowiak、岡野栄之、他

●	 第 13 回 認知神経科学会学術集会シンポジウム
	 日時：７月 13 日
	 会場： 東京大学武田先端知ホール
	 講演者： 渡辺茂、M. Hofman、山本直之、池田譲、伊澤栄一

　4 月より「脳と進化班」特別研究教員となりました。

　私の関心は、ヒトの社会的認知およびコミュニケーション全般に関わる神経活動にあります。これまで、視

線の認識・表情と感情音声の統合や、流暢な発声に関わる神経基盤といった、ヒトの社会的行動において重要

な対象に対する神経活動を、機能的 MRI や EEG を用いて研究してまいりました。また、難聴児の認知発達

についての行動実験も行っています。言語獲得前の失聴は、言語発達遅延だけでなく、社会行動の発達遅延に

もつながることを示してきました。

　本プロジェクトでは、機能的 MRI を用いたヒトの高次脳機能の解明に従事いたします。ヒトが様々な判断

を行うとき、論理と感性はどのように関わりあっていくのか、認知神経科学の観点から解明していきたいと思っ

ています。

編集後記
　慶應義塾大学人文グローバル COE プログラム「論理と感
性の先端的教育研究拠点形成」が採択されてから、一年近く
が経ちました。初年度は研究施設の充実化を図る活動が多く、
今回のニュースレター 4 号では MRI 研究施設、つくばカラス
生態研究施設、三田東宝ビル 8F 研究施設の紹介を中心に掲
載しました。論理と感性の神経機構を探るための研究が、個々
の施設における研究がバラバラに進行していくのではなく、
お互いの長所短所を見極めて、捕足しあいながら研究が進展
していけば良い成果が得られるのではないかと思います。最
後に、本号の編集にご協力いただいた皆様に感謝いたします。
	 （辻井岳雄）
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研究員紹介

事務局だより

　鏡に映った自分の姿を自分だと認識できる能力は、進

化及び発達の過程でいつ頃から始まるのか。

　本 GCOE では、自己認知の系統発生及び個体発生に

関する研究が行われてきましたが、その研究成果の一部

が 6 月 12 日の毎日新聞に掲載されました。

増田早哉子

活動予定

6 月 11 日にこの研究に
関するリリースを配信、
翌 12 日に毎日新聞に掲
載されました。


